
（別紙３）

～ 2025年11月30日

（対象者数） 91人 （回答者数） 89人

～ 2025年11月30日

（対象者数） 18人 （回答者数） 16人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

今後も継続をしていく。

2

今後も継続をしていく。

3

月ごとに活動内容を変え、お子様の苦手な分野（手洗

い、着替えなど）を確認し、今後の個別課題に繋げて

いく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

土日祝日に行っている見守りの工夫を活かし、研修等

の機会を作る。

2

ヒヤリハットを月ごとに職員間で振り返り、全体への

意識付けを徹底する。

3

○事業所名 こぱんはうすさくら立川幸町教室

○保護者評価実施期間
2025年10月31日

○保護者評価有効回答数

2025年11月14日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年12月26日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

以前発生したヒヤリハットと同様のものを起こしてし

まっている。

日々の振り返りが活きていない。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

他事業所との関わりが活かせていない。 日々の業務から手が離せず、研修や視察の機会が取れ

ていない。

日曜日、祝日も開業していること。 活動グループを２つに分けることで、より安全に見守

りできるような工夫をしている。

土日祝日に体験活動、課外活動を行っていること。 活動グループを２つに分けることで、より安全に見守

りできるような工夫をしている。

平日の活動に「身支度強化プログラム」を始め、身辺

自立の強化を目指している。

登室から作業的に終わらせるのではなく、正しい身支

度の習慣を改めて指導している。

事業所における自己評価総括表公表


